
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．食肉輸出品目拡大支援事業 80（80）百万円

輸出に取り組む団体が行う、スライス肉や出荷時期を早期化した牛肉等

の新たな輸出製品の輸出拡大を図るための輸出先国における需要・嗜好

性調査、試験的輸出、バイヤー等向け試食会の開催などの取組を支援し

ます。

２．食肉生産流通多角化施設整備事業 150（350）百万円

部分肉加工まで行う食肉処理施設及び食鳥処理施設におけるスライス

肉や小分け真空パック等を製造するための精肉等加工施設・設備及び加

工食品製造施設・設備の整備を支援します。

＜対策のポイント＞
国内外の多様化するニーズに対応し、食肉の生産・流通の多角化を図るため、新たな輸出製品の輸出拡大のための輸出先国における需要・嗜好性調査、

試食会の開催等の取組、新たな輸出製品の製造に必要な食肉処理施設や食鳥処理施設における精肉等加工施設・設備等の整備を支援します。

＜政策目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

○ 家畜・食肉の流通体制の強化のうち

食肉流通の多角化と輸出拡大

＜事業の流れ＞
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新たな輸出製品の需要や小売り店頭、
EC販売での状況、好まれる加工方法など

報告書・成果の普及

食肉処理施設・輸出事業者

試食会等の開催

輸出先国・地域における
現地バイヤーや消費者等向け

試験製造・輸出
新たなニーズ
・スライス肉・小割した部分肉
・環境負荷に配慮した生産

（支援対象）
精肉等加工施設・設備
加工食品製造施設・設備

大容量パック
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